
　
ま
た
、
間
仕
切
り
で
世
帯
ご
と
の
間
隔

を
確
保
す
る
と
、
避
難
所
の
受
け
入
れ
可

能
人
数
が
こ
れ
ま
で
の
5
分
の
1
程
度
に

な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

感
染
症
対
策
を
追
加
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
受
け
付
け
時
に
必
要
と
な
る
避
難

者
名
簿
の
事
前
作
成
や
避
難
所
以
外
の
避

難
先
の
確
保
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
準
備

な
ど
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を

踏
ま
え
た
訓
練
を
8
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
訓
練

な
ど
を
行
う
中

で
、
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、

避
難
所
に
お
け

る
感
染
症
対
策

を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
避
難
所
運
営

を
県
民
な
ど
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
県

は
、
６
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
指
針

で
は
、
避
難
所
で
の
基
本
的
な
感
染
症
対

策
の
徹
底
、
3
密
回
避
の
た
め
の
運
営
方

法
や
設
備
な
ど
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
韮
崎
市
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る
感
染

症
対
策
を
速
や
か
に
検
討
す
る
た
め
に
、

例
年
よ
り
3
カ
月
ほ
ど
早
め
、
6
月
に
避

難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練

で
は
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
手
順
や
体
調

に
応
じ
た
誘
導
方
法
の
確
認
、
段
ボ
ー
ル

製
の
間
仕
切
り
を
使
用
し
た
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
割
り
振
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、
受
け
入
れ
時

の
混
雑
に
よ
る
密
集
状
態
の
発
生
、
感
染

の
疑
い
が
な
い
避
難
者
と
、
疑
い
が
あ
る

避
難
者
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
や
動
線
を
分
離

し
て
設
定
す
る
方
法
、
施
設
の
消
毒
に
使

う
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
準
備
不
足
な
ど

の
課
題
が
挙
が
り
ま
し
た
。

避
難
所
で
も
感
染
症
対
策
を
！

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、自
然
災
害
発
生
時
に
開
設

さ
れ
る
避
難
所
で
の
感
染
予
防
や
拡
大
防
止
な
ど
の
感
染
症
対
策
は
、喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。県
や
市
町
村
で
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
訓
練
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
、避
難
所
の
運
営
方
法
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
よ
り

感
染
症
対
策
を
後
押
し

県の主な取り組み （5月29日以降）

ワイン県やまなし家飲みキャンペーン「おうちでワイン県」を開始（7月31日まで）
認証制度のコンセプトや感染症予防対策ガイドライン作成基準案などについて検討する、
第1回やまなしグリーン・ゾーン認証制度専門家委員会を開催
新型コロナウイルス感染症により働き方などが変わることを踏まえ、山梨が進むべき方向性などについて議論する、
第2回やまなし自然首都圏構想研究会を開催
県教育委員会が、県立高校・特別支援学校の児童生徒が利用する臨時スクールバスの運行を開始
（7月1日からは私立高校の生徒に拡大）
「バイ・ふじのくに」静岡県キックオフイベントに長崎知事が出席
知事が県民や事業者へ6月19日から7月9日まで継続して感染拡大防止対策を講じるよう協力を要請
　・特定都道府県であった地域との往来自粛を解除
　・一定規模以上のイベントの参加人数などの基準（1,000人以下など）を緩和
　・プロスポーツの試合は、感染防止対策などを徹底し、無観客で開催
感染症との共存が必要となる時代に対応する二拠点居住のライフスタイルについて、
大月市をモデルケースとして検討する、第1回山梨県デュアルベースタウン研究会を開催（第2回は7月16日に開催）
やまなしグリーン・ゾーン認証制度の認証基準となる「感染症予防対策に係る基準」を公表
6月定例県議会へ新型コロナウイルス感染症対応
関連予算（一般会計予算額382億4,900万円余）を含む予算案を提案
「手作りマスクプロジェクト」の出荷式を開催（写真1）
新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営マニュアル作成指針を策定
オンライン会議システムを活用したウェブ合同就職フェアを開催
やまなしグリーン・ゾーン認証申請の受付を開始
6月定例県議会へ新型コロナウイルス感染症対応
関連予算案を追加提案（一般会計予算額170億9,600万円余）
「ポストコロナ時代の移住を考えるやまなし暮らしセミナー」を開催
知事が東京都の小池知事と面会し、新型コロナウイルス対応など、両都県の連携について話し合う協議会の設置を合意
持続化給付金相談専用ダイヤルの設置期間を延長
飲食店応援企画「お取り寄せ県庁」を開催（7月3日まで）
「バイ・ふじのくに」山梨・静岡文化交流　県立美術館・博物館などの観覧料割引を実施（8月31日まで）
県職員・市町村職員を対象に、新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営の実技講習会を開催
知事が県民や事業者へ7月10日から7月31日まで継続して感染拡大防止対策を講じるよう協力を要請
　・一定規模以上のイベントの参加人数などの基準（5,000人以下など）を緩和
　・プロスポーツの試合の観客数の制限（無観客）を撤廃
新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）で感染者との接触が確認された方全員にPCR検査を可能とする、
山梨県独自の取り組みを開始
認証を受けた施設が店頭などに掲示するやまなしグリーン・ゾーン認証マークを決定
事業者の感染予防対策への取り組みを支援する「機器購入等支援金」「設備改修補助金」受給申請の受付を開始
雇用調整助成金専門相談ダイヤルを設置（9月30日まで）
「バイ・ふじのくに やまなし観光果実園特典キャンペーン」を開始（12月20日まで）
やまなしグリーン・ゾーン認証制度の普及促進に向け、知事と県内27市町村長がオンライン会議で意見を交換
「新型コロナウイルス感染症対応休業支援金」申請のための相談窓口を開設（9月30日まで）
新たな患者推計、病床確保計画などを検討する、第3回山梨県新型コロナウイルス感染症医療対策会議を開催
知事が県民へ、東京などの感染が拡大している地域への外出時には十分注意して行動するよう、
また県内事業者へ、県が示したガイドラインに則った感染防止対策を徹底するよう緊急メッセージを発表
やまなしグリーン・ゾーン認証マークの初回交付式を開催（9月4日現在で累計519件を認証済み）（写真2）
「Go To トラベルキャンペーン」の開始に向け、宿泊施設へ消毒液を配付
知事が西村経済再生担当大臣と面会し、やまなしグリーン・ゾーン認証制度や、
（仮称）疾病対策管理センター（山梨版CDC）について説明、意見を交換
山小屋施設の感染予防対策への取り組みを支援する「機器購入等支援金」
「設備改修等補助金」受給申請の受付を開始

6月  1日
6月  8日

6月10日

6月15日

6月16日

6月17日
6月18日

6月19日

6月25日

6月26日

6月28日
6月29日

7月  1日
7月  2日
7月  8日

7月10日
7月13日

7月14日
7月16日

7月17日

7月21日
7月22日

（写真2）認証マークを店頭に掲示

（写真1）出荷式で園児と会話する長崎知事

MAP

避難所の密集を避けるため
避難所以外（自宅、親戚・知人宅など）への

避難を検討しましょう

感
染
症
対
策
を
意
識
し
た
訓
練
で
課
題
に
対
応韮崎市 総務課

主査  小野  貴史さん

【問い合わせ先】防災危機管理課  TEL 055-223-1590  FAX 055-223-1429 山梨　避難所マニュアル

居住スペースや動線を確認する訓練の様子

受け入れ時には検温を実施

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
町
村
が
宿
泊
施
設
を

避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
場
合
の
経
費
の

補
助
、
避
難
所
で
使
用
す
る
段
ボ
ー
ル
製

の
間
仕
切
り
や
ベ
ッ
ド
の
配
付
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
と
は
「
避
難
所
へ
行
く
」
こ
と
で

は
な
く
「
難
を
避
け
る
」
こ
と
で
す
。
密

集
を
避
け
る
た
め
の
避
難
所
以
外
の
避
難

先
の
確
保
や
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
準
備

な
ど
、
感
染
症
対
策
を
意
識
し
た
避
難
生

活
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

避難所では3密を避けましょう

1～2m以上

マスク、体温計、消毒液を
非常用持出袋で持参しましょう

非常用

コ コ ア
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新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう



【対象期間】～10月31日
【場所】県内の歯科診療所
【受付方法】歯科診療所に電話予約
　（予約の際は「新型コロナウイルス感染症の無料歯科健診」とお伝えください）

【問い合わせ先】山梨県歯科医師会 TEL 055-252-6481

知事から緊急メッセージを発表
　・事業者に、休業協力要請の個別解除の前提となっているガイドラインの遵守を徹底するよう依頼
　・事業者からのマスク着用などの求めに応じない来訪者に対しては、妥協することなく徹底した対応をとるよう依頼
　・県外からの来訪者に対し、マスク着用などの感染防止対策をとるよう依頼
　・県民に、再度、基本的な感染防止対策を励行し、また、発熱など体調に不安がある場合には、
　 速やかに保健所に相談するよう依頼
やまなしグリーン・ゾーン構想の推進体制強化のため、8月1日付けで「グリーン・ゾーン推進課」を新設することなどを発表
「愛情♡やまなし農産物パック」第3弾の販売開始（10月末まで）
知事が県民や事業者へ、8月1日から8月31日まで継続して感染防止対策などを講じるよう協力を要請
　・「うつらない」「うつさない」ための行動をとるよう依頼
　・事業者に対し、休業協力要請の個別解除の前提となっているガイドラインの遵守の徹底を再度依頼
　・グリーン・ゾーン認証の取得に向けた積極的な協力を依頼
市町村に、避難所における感染防止対策用物資（段ボール製ベッド・パーティション）の配付を開始（写真3）
新型コロナウイルス感染症の予防のため、18歳以上の県民を対象とした無料歯科健診を開始（10月31日まで）
知事が県民へ、お盆の帰省の検討、帰省時の感染防止対策に十分留意するよう依頼
医療従事者への寄付金の申し出が全950件、総額1億5,021万5,206円となったことを発表
知事が県民へ「第2波」を迎えている状況にあるため、改めて感染防止対策を強化するようメッセージを発表
休業協力要請の個別解除に関する相談ダイヤルの設置を発表（8月8日から）
入院患者数が30人を超えたことから、病床確保のフェーズⅡを発動し、対応可能な病床数を130床まで引き上げることを発表
やまなしグリーン・ゾーン認証を受けた宿泊施設への誘客を支援する
「高付加価値宿泊施設誘客促進事業（やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り）」の事業者説明会を開始
（8月28日から宿泊料金の割引を開始）
ピーク時における入院患者用の病床285床、宿泊療養施設の100室を確保したことを発表
沖縄県知事からの要請を受け、沖縄県に県立中央病院の看護師を派遣（写真4）
グリーン・ゾーン認証を受けた飲食店などを登録対象とした、Go To Eatキャンペーン事業が国に採択されたことを発表
やまなし自然首都圏構想研究会　第1回自然首都圏構想推進部会を開催
知事が県民や事業者へ、9月1日から9月30日まで継続して感染防止対策などを講じるよう協力を要請
　・第2波の最中であることや、避難所での感染リスクを念頭に、緊張感を持ち警戒するよう依頼
　・個別解除方式による感染拡大防止効果などを踏まえ、休業協力要請継続への理解を求める
「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金」申請の受付を開始

7月24日

7月27日
7月28日
7月29日

7月31日
8月  1日
8月  4日

8月  7日

8月20日

8月21日
8月26日

8月27日

8月28日

（写真3）避難所でのパーティション組立作業

（写真4）出発式で看護師を激励する長崎知事

3つの基本を習慣に！
感染症予防対策を
続けてください。

① 
人との間隔は

　 できるだけ2m
② 
マスクを着用し、

　 咳エチケットを守る ③ 
手洗い

　 （30秒程度）
2m

相談ダイヤル・相談窓口

新型コロナウイルス感染が疑われる方の保健所相談窓口

●中北保健所
●峡東保健所
●峡南保健所
●富士・東部保健所
●甲府市保健所

TEL 0551-23-3074
TEL 0553-20-2752
TEL 0556-22-8158
TEL 0555-24-9035
TEL 055-237-8952

発熱があり、かつ次のいずれかの症状に該当する

ガイドラインによる休業協力要請の個別解除に関する相談ダイヤル

　休業協力要請の対象で、個別解除の申請をしてい
ない事業者からの相談を受け付けています。

【受付時間】午前9時～午後5時（平日）
【問い合わせ先】TEL 055-223-1326

新型コロナウイルス感染症専用相談ダイヤル

　保健所への相談目安に該当しない体調への不安
や、感染の予防に関する相談を受け付けています。

【受付時間】午前9時～午後9時（土日祝日を含む）
【問い合わせ先】TEL 0570-036366  FAX 055-223-1499

■ 風邪症状（咳、のどの痛み、頭痛、倦怠感など）がある
■ 味やにおいが分からないなどの異常を感じる

けんたいせき

場合には、外出を控え、お早めに保健所へご相談ください。

新型コロナウイルス感染症対策

事業者が行う感染症予防対策への支援

【対象事業】換気設備、自動水栓などグリーン・ゾーン認証基準
　に沿った設備改修工事（4月20日以降に着手し、令和3年
　3月15日までに完了するものが対象）
【対象者】飲食業、宿泊業を営む小規模事業者
【補助額等】
　対象経費の3/4以内、上限150万円（1店舗・施設当たり）
【申請期限】令和3年2月28日
【問い合わせ先】
　新しい生活様式推進設備改修等支援事業事務局
　TEL 055-236-1230  FAX 055-226-0580
【受付時間】午前9時～午後5時（平日）

【対象事業】キャッシュレス決済の導入、感染症予防のための備
　品・消耗品の購入（4月20日以降に購入したものが対象）
【対象者・支援額等】タイプ1（小規模事業者を対象）
　対象経費の全額、5万円以上 30万円以下（1店舗・施設当たり）
　タイプ2（宿泊事業者を対象）
　対象経費の3/4以内、上限300万円（1施設当たり）
【申請期限】令和3年2月28日
【問い合わせ先】
　新しい生活様式推進機器購入等支援事業事務局
　TEL 055-237-6600
【受付時間】午前10時～午後5時（平日）

山梨　設備補助

山梨　機器支援

ひとり親世帯への支援

　新型コロナウイルス感染症の影響により生じた、ひとり親世
帯の子育ての負担増加や収入の減少に対する支援のため、臨
時特別給付金を支給します。児童扶養手当を受給していない
方も、要件を満たす場合は対象となります。

【問い合わせ先】
　（制度について）
　厚生労働省コールセンター  TEL 0120-400-903
　（手続きについて）各市町村ひとり親支援担当窓口

ひとり親世帯臨時特別給付金

やまなしグリーン・ゾーン認証申請受付
　県内外の消費者の安心・信頼を獲得するため、事業者の感
染症予防対策への取り組みを県が認証します。認証事業者は
店舗などに認証マークを掲示し、広告物などに「やまなしグ
リーン・ゾーン認証施設」と表示できます。
【対象業種】飲食業、宿泊業
【申請方法】「やまなしグリーン・ゾーン

 認証」サイトの申請フォームへの入力
  または申請書を郵送
【問い合わせ先】やまなしグリーン・ゾーン認証事務局
　　　　　　　TEL 055-222-0384
【受付時間】午前9時３０分～午後5時30分（平日）

COCOAをインストールしましょう
コ コ ア

　感染者と1m以内、15分以上接触した可能性がある場合に
新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）から通知されま
す。感染者との接触がアプリで確認された方全員がPCR検査
を受けることができますので、インストールをお願いします。
【問い合わせ先】
　健康増進課 
　TEL 055-223-1493
　FAX 055-223-1499

新型コロナウイルス感染症に関する総合情報は
県ホームページをご覧ください 山梨　新型コロナウイルス

18歳以上の県民への支援

　専門的な口腔ケアを行うことで、ウイルスが体内に入る可能
性を抑え、感染予防につながります。18歳以上の県民に対し、
歯ぐき・歯・舌の診査と口腔衛生指導を無料で行っています。

無料歯科健診

機器購入支援金

設備改修補助金

App Storeからは
こちら

Google playからは
こちら

こう   くう
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【対象期間】～10月31日
【場所】県内の歯科診療所
【受付方法】歯科診療所に電話予約
　（予約の際は「新型コロナウイルス感染症の無料歯科健診」とお伝えください）

【問い合わせ先】山梨県歯科医師会 TEL 055-252-6481

知事から緊急メッセージを発表
　・事業者に、休業協力要請の個別解除の前提となっているガイドラインの遵守を徹底するよう依頼
　・事業者からのマスク着用などの求めに応じない来訪者に対しては、妥協することなく徹底した対応をとるよう依頼
　・県外からの来訪者に対し、マスク着用などの感染防止対策をとるよう依頼
　・県民に、再度、基本的な感染防止対策を励行し、また、発熱など体調に不安がある場合には、
　 速やかに保健所に相談するよう依頼
やまなしグリーン・ゾーン構想の推進体制強化のため、8月1日付けで「グリーン・ゾーン推進課」を新設することなどを発表
「愛情♡やまなし農産物パック」第3弾の販売開始（10月末まで）
知事が県民や事業者へ、8月1日から8月31日まで継続して感染防止対策などを講じるよう協力を要請
　・「うつらない」「うつさない」ための行動をとるよう依頼
　・事業者に対し、休業協力要請の個別解除の前提となっているガイドラインの遵守の徹底を再度依頼
　・グリーン・ゾーン認証の取得に向けた積極的な協力を依頼
市町村に、避難所における感染防止対策用物資（段ボール製ベッド・パーティション）の配付を開始（写真3）
新型コロナウイルス感染症の予防のため、18歳以上の県民を対象とした無料歯科健診を開始（10月31日まで）
知事が県民へ、お盆の帰省の検討、帰省時の感染防止対策に十分留意するよう依頼
医療従事者への寄付金の申し出が全950件、総額1億5,021万5,206円となったことを発表
知事が県民へ「第2波」を迎えている状況にあるため、改めて感染防止対策を強化するようメッセージを発表
休業協力要請の個別解除に関する相談ダイヤルの設置を発表（8月8日から）
入院患者数が30人を超えたことから、病床確保のフェーズⅡを発動し、対応可能な病床数を130床まで引き上げることを発表
やまなしグリーン・ゾーン認証を受けた宿泊施設への誘客を支援する
「高付加価値宿泊施設誘客促進事業（やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り）」の事業者説明会を開始
（8月28日から宿泊料金の割引を開始）
ピーク時における入院患者用の病床285床、宿泊療養施設の100室を確保したことを発表
沖縄県知事からの要請を受け、沖縄県に県立中央病院の看護師を派遣（写真4）
グリーン・ゾーン認証を受けた飲食店などを登録対象とした、Go To Eatキャンペーン事業が国に採択されたことを発表
やまなし自然首都圏構想研究会　第1回自然首都圏構想推進部会を開催
知事が県民や事業者へ、9月1日から9月30日まで継続して感染防止対策などを講じるよう協力を要請
　・第2波の最中であることや、避難所での感染リスクを念頭に、緊張感を持ち警戒するよう依頼
　・個別解除方式による感染拡大防止効果などを踏まえ、休業協力要請継続への理解を求める
「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金」申請の受付を開始

7月24日

7月27日
7月28日
7月29日

7月31日
8月  1日
8月  4日

8月  7日

8月20日

8月21日
8月26日

8月27日

8月28日

（写真3）避難所でのパーティション組立作業

（写真4）出発式で看護師を激励する長崎知事

3つの基本を習慣に！
感染症予防対策を
続けてください。

① 
人との間隔は

　 できるだけ2m
② 
マスクを着用し、

　 咳エチケットを守る ③ 
手洗い

　 （30秒程度）
2m

相談ダイヤル・相談窓口

新型コロナウイルス感染が疑われる方の保健所相談窓口

●中北保健所
●峡東保健所
●峡南保健所
●富士・東部保健所
●甲府市保健所

TEL 0551-23-3074
TEL 0553-20-2752
TEL 0556-22-8158
TEL 0555-24-9035
TEL 055-237-8952

発熱があり、かつ次のいずれかの症状に該当する

ガイドラインによる休業協力要請の個別解除に関する相談ダイヤル

　休業協力要請の対象で、個別解除の申請をしてい
ない事業者からの相談を受け付けています。

【受付時間】午前9時～午後5時（平日）
【問い合わせ先】TEL 055-223-1326

新型コロナウイルス感染症専用相談ダイヤル

　保健所への相談目安に該当しない体調への不安
や、感染の予防に関する相談を受け付けています。

【受付時間】午前9時～午後9時（土日祝日を含む）
【問い合わせ先】TEL 0570-036366  FAX 055-223-1499

■ 風邪症状（咳、のどの痛み、頭痛、倦怠感など）がある
■ 味やにおいが分からないなどの異常を感じる

けんたいせき

場合には、外出を控え、お早めに保健所へご相談ください。

新型コロナウイルス感染症対策

事業者が行う感染症予防対策への支援

【対象事業】換気設備、自動水栓などグリーン・ゾーン認証基準
　に沿った設備改修工事（4月20日以降に着手し、令和3年
　3月15日までに完了するものが対象）
【対象者】飲食業、宿泊業を営む小規模事業者
【補助額等】
　対象経費の3/4以内、上限150万円（1店舗・施設当たり）
【申請期限】令和3年2月28日
【問い合わせ先】
　新しい生活様式推進設備改修等支援事業事務局
　TEL 055-236-1230  FAX 055-226-0580
【受付時間】午前9時～午後5時（平日）

【対象事業】キャッシュレス決済の導入、感染症予防のための備
　品・消耗品の購入（4月20日以降に購入したものが対象）
【対象者・支援額等】タイプ1（小規模事業者を対象）
　対象経費の全額、5万円以上 30万円以下（1店舗・施設当たり）
　タイプ2（宿泊事業者を対象）
　対象経費の3/4以内、上限300万円（1施設当たり）
【申請期限】令和3年2月28日
【問い合わせ先】
　新しい生活様式推進機器購入等支援事業事務局
　TEL 055-237-6600
【受付時間】午前10時～午後5時（平日）

山梨　設備補助

山梨　機器支援

ひとり親世帯への支援

　新型コロナウイルス感染症の影響により生じた、ひとり親世
帯の子育ての負担増加や収入の減少に対する支援のため、臨
時特別給付金を支給します。児童扶養手当を受給していない
方も、要件を満たす場合は対象となります。

【問い合わせ先】
　（制度について）
　厚生労働省コールセンター  TEL 0120-400-903
　（手続きについて）各市町村ひとり親支援担当窓口

ひとり親世帯臨時特別給付金

やまなしグリーン・ゾーン認証申請受付
　県内外の消費者の安心・信頼を獲得するため、事業者の感
染症予防対策への取り組みを県が認証します。認証事業者は
店舗などに認証マークを掲示し、広告物などに「やまなしグ
リーン・ゾーン認証施設」と表示できます。
【対象業種】飲食業、宿泊業
【申請方法】「やまなしグリーン・ゾーン

 認証」サイトの申請フォームへの入力
  または申請書を郵送
【問い合わせ先】やまなしグリーン・ゾーン認証事務局
　　　　　　　TEL 055-222-0384
【受付時間】午前9時３０分～午後5時30分（平日）

COCOAをインストールしましょう
コ コ ア

　感染者と1m以内、15分以上接触した可能性がある場合に
新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）から通知されま
す。感染者との接触がアプリで確認された方全員がPCR検査
を受けることができますので、インストールをお願いします。
【問い合わせ先】
　健康増進課 
　TEL 055-223-1493
　FAX 055-223-1499

新型コロナウイルス感染症に関する総合情報は
県ホームページをご覧ください 山梨　新型コロナウイルス

18歳以上の県民への支援

　専門的な口腔ケアを行うことで、ウイルスが体内に入る可能
性を抑え、感染予防につながります。18歳以上の県民に対し、
歯ぐき・歯・舌の診査と口腔衛生指導を無料で行っています。

無料歯科健診

機器購入支援金

設備改修補助金

App Storeからは
こちら

Google playからは
こちら
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